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   厚木市複合施設図書館書架等調達業務委託に係るプロポーザル評価基準 

 

１ 定量評価 

 ア 業務実績 

 

 イ 価格提案 

  

評価項目 評価の視点 評価基準 配点 

業務実績 

 

本業務を受託す

るに当たり、十分

な実績を有して

いるか。 

① 平成26年度以降に完了した業務にお

いて、国・県・地方公共団体又は大学

図書館の整備（リニューアルを含む。）

に係る書架等の納入実績について、最

大５件の提出を求め、実績件数に応じ

た評価を行う。 

なお、納入実績には元請としての受

託実績のみでなく、納入業務等の一部

を受託した実績も含むものとする。 

 １件×10点（最大50点） 

50 

【加点項目】 

② ①の実績のうち、蔵書冊数が10万冊以

上である場合は、１件につき３点（最

大15点）を加点する。 

15 

【加点項目】 

③ ①の実績のうち、空間デザインやイン

テリア、プロダクト等について外部評

価（受賞）を受けているものは、１件

につき４点（最大20点）を加点する。 

20 

合計 85 

評価項目 評価の視点 評価基準 配点 

価格提案 業務内容に対し

妥当な価格提案

となっているか。 

（以下の式で算出） 

配点×提出された提案書のうち最低提案

価格/当該提案価格 

※小数点第２位を四捨五入 

15 

別紙 
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２ 技術提案評価               ※（ ）は 6 人の配点合計点 

  

評価項目 評価の視点 評価基準 配点 

業務実施体制 

 

30点×６人 

＝180点 

これまでの経験と

実績を踏まえた専

門性や技術力の発

揮が期待できる者

の配置と実施体制

となっているか。 

経験と実績を有する者の配置が提案され

ている。 

10 

(60) 

本業務を安定的かつ円滑に遂行すること

ができる実施体制が提案されている。 

10 

(60) 

地元貢献（市内企業等との連携、協力）を

考慮した体制となっている。 

10 

(60) 

企画提案 

 

70点×６人 

＝420点 

本施設の基本理念

やコンセプトが反

映、具現化された

全体構成（空間デ

ザイン）の提案と

なっているか。 

（1）空間デザインの提案 

 ※フロアごと（１・２・４・５階）にイラスト等を用いて提案 

ア 基本理念やコンセプト、利用者の行

動を十分に理解し、魅力的な図書館空

間デザインが具体的に提案されてい

る。 

20 

(120) 

イ 安全性・耐久性 

プロダクトデザインと家具製作に当

たり、安全性や耐久性、維持管理の容易

性等を意識した提案がされている。 

10 

(60) 

ウ 独創性・意匠 

図書館機能にふさわしいデザイン

思想が示され、意匠的に表現された提

案となっている。 

10 

(60) 

エ 実行性 

予算を踏まえた実行性のある提案と

なっている。 

10 

(60) 

（2）その他の独自提案 

15 

(90) 

ア 企画力 

  本施設の特徴を踏まえた独自性のあ

る提案となっている。 

（3）工程表の提案 

5 

(30) 

実施手順が適確かつ明確に提示されて

おり、要求水準を確実に遂行するための

スケジュールが示されている。 

合計 
100 

(600) 
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３ 技術提案評価の評価方法 

技術提案評価については、Ａ 非常に優れている～Ｆ 満たさない の６段階で評価を行

い、各配点に対し、次のとおりウェイトを乗じた値を評価点とします。 

また、いずれかの委員が１つでもＦ 満たさないと評価した項目があった場合は、その

他の項目の評価点にかかわらず失格とします。 

 

 
評価 ウェイト 

Ａ 非常に優れている 配点×１．０ 

Ｂ 優れている 配点×０．８ 

Ｃ 標準的 配点×０．６ 

Ｄ やや劣っている 配点×０．４ 

Ｅ 劣っている 配点×０．２ 

Ｆ 満たさない 失格 


